





が多い。 そこで実際に都心部へ移転した大学・学部の志願者数の推移に着目し ， その影響を調べ
てみた。 すると ， 移転した大学・学部すべてにおいて志願者が増加している訳ではないことが明
らかになった。 具体的には ， 東洋大学国際地域学部のように， 都心部移転後に志願者数が大幅に
増加したケースがあった半面 ， 逆に減少している大学・学部も見られた。 都心部へ移転する前後
4年間の志願者数の推移を見てみると， 都心部へ移転したすべての大学において ， 志願者が増加


















いことが考えられる。 実際 ， 船橋(2006) に
















の志願者の変化が示されている。 しかし ， 同
一学校で移転した学部と ， そうでない学部の
比較は行われていないため ， 移転による効果
をはかることは困難である。 同時に ， 移転し
ていない他大学の同様の学部との比較も行わ
れていないが ， これらを調べることにより ，
より総合的に移転の効果をはかることができ
ると思われる。












ースのみを取り上げ ， ( 1 )移転しないで郊外
に残った同 一大学の他学部， (2)移転せず郊
外に立地している似た条件の他大学と比較を
した。 もちろん， 学部名称の変更をしたり ，
2. 各大学の志願者数推移
2. 1 立正大学の事例
立正大学は 2002年に ， 経済・経営・文学部
の 1~2年次生が埼玉県熊谷市から移転し， 3





2002年の移転では志願者数が 12. 7%増加し ，
2006 年の移転では 34. 4%増加し， 平均して
21. 6%の増加となっている。 なお， 移転しな
かった学部においては， 志願者数があわせて






刊 大学入試に勝 つ 入試展望と 対策』
(1999年度版~2012年度版） から得た。
なお ， 郊外に立地している似た条件の大
















表 l 都心へ移転した立正大学の学部 (2002年）
学ご 11; □ I 了笠Ir王 1 2[。三 I 丁゜�l:r I 了竺 I2I〗�I 2i。王 1 2�゜臼 1 2;゜臼 I!烹
表 2 移転しなかった立正大学の学部 (2002年）
学部名 移転年 1998年 1999年 2000年 2001年 前平均 2002年 2003年 2004年 2005年 後平均
法 2,947 I, 724 .1, 541 I, 078 I, 823 1,329 I, 365 I, 892 I, 228 1,454 
文 4,718 5,023 3,600 3,398 4;1ss 2,661 2,672 2,809 2,989 2,783 
地球日J/!科 I, 667 2,233 I, 282 I, 305 I, 622 I, 235 1,391 I, 320 858 I, 201 
社会福祉 3,339 2,444 I, 755 2,193 2,433 1,690 I, 785 I, 417 I, 983 I, 719 
表3 立正大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学 (2002年）
大学名1学部名11998年11999年 I 2000年 I 2001年1前平均 I 2002年 I 2003年12004年I 2005年1後平均
獨協 経済 I s,61s I 3,sos I 3,784 I 4,592 I 4,374 I 7,464 I 1,031 I 6,679 I 6,611 I 6,963 
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表 4 都心へ移転した立正大学の学部 (2006年）
学部名 移転年 2002年 2003年 2004年 2005年 前平均 2006年 2007年 2008年 2009年 後平均
文 2006 2,661 2,672 2,809 2,989 2,783 4,297 3,815 3,396 3,454 3,741 
表5 移転しなかった立正大学の学部 (2006年）
学部名 移転年 2002年 2003年 2004年 2005年 前平均 2006年 2007年 2008年 2009年 後平均
法 I, 329 I, 365 I, 892 I, 228 I, 454 1,310 1,123 993 984 1,103 
地球mJJ!科 I, 235 I, 391 I, 320 858 I, 201 787 862 622 637 727 
社会福祉 1,690 I, 785 I, 417 1,983 I, 719 1,410 872 647 677 902 
表 6 立正大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学 (2006年）
大学名 学部名 2002年 2003年 2004年 2005年
文教 文 2,006 2,581 3,168 2, 751 
※仏教学部は比較対象から除外した。
2-2 文教学院大学の事例
文教学院大学は 2004年に ， 経営学部の 1
~2年次生が埼玉県ふじみ野市から移転し ， 3
~ 4 年次生同様 ， 一貫して東京都文京区で学
ぶこととなった。 ここで数値を比較してみる
と ， 移転前の 4年間の平均志願者数に比べて ，







経済学部においては ， あ わせて志願者が
48.8%と半減している。
なお ， 東京国際大学 ， 城西大学 ， 駿河台大
学と文教学院大学との違いの 一つに ， 文教学
表7 都心へ移転した文教学院大学の学部
前平均 2006年 2007年 2008年 2009年 後平均
2,627 2,679 2,745 2,210 2,164 2,450 
院大学が元は裁縫学校であり ， 2005年度まで
は女子学生のみを対象にしていた点が挙げら







さらに ， 共学化によって ， 3割の男子学生
を擁することになったことも ， 志願者増に影
響を及ぼしている可能性が高い。 ただし ， こ
れを除いたとしてでも ， 2 倍以上の志願者を
得ていることから ， 一定の移転効果があった
といえるだろう。
学部名 1 移転年 I 2000年 I 2001年 I 2002年 I 2003年1 前平均 I 2004年I 2005年I 2006年I 2001年1 後平均
経営 2004 503 430 335 262 383 458 I I, 150 I 698 881 797 
表8 移転しなかった文教学院大学の学部
学部名I移転年j 2000年j 2001年j 2002年j 2003年1 前平均 I 2004年I 2005年I 2006年I 2001年1 後平均
人間 1,216 1,277 1,291 1, 105 1,222 1, 179 2,453 1,810 1,167 1,652 
表9 文教学院大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学
大学名 学部名 2000年 2001年 2002年 2003年 前平均 2004年 2005年 2006年 2007年 後平均
東京国際 商 l, 426 I, 179 I, 082 l, 017 1,116 974 777 535 408 674 
東京国際 経済 I, 857 I, 373 1,244 1, 157 l, 408 970 883 614 545 753 
城西 経済 2,644 2,222 1,590 I, 570 2,007 1343 718 584 523 792 









と ， 2005 年の移転においては ， 移転前の 4 年
間の平均志願者数に比べて ， 移転後の 4 年間
には，志願者数が平均で 4. 5%増加している。
なお， 移転しなかった学部においては， 志願
者数が 8. 3%減少している。 そして日東駒専
と呼称される川崎市多摩区に位置する専修大
学経済学部・商学部・経営学部・文学部・ネ
ットワ ーク情報学部 ， そして埼玉県草加市に
位置する獨協大学外国語学部・経済学部・法




は ， 志願者数が 2 倍以上 (245. 1%) となって
いる。 ここで移転しなかった他学部をみてみ
ると ， 改組を伴った理工学部を除外すると
76. 1%の増加 ， 理工学部も含むと 43.0%の増
加となっていることがわかる。 なお ， 郊外に
とどまった他大学をみてみると ， 4.1%の減少
となっている。








表 10 都心へ移転した東洋大学の学部 (2005 年）
学部名 移転年 2001年 2002年 2003年 2004年 前平均 2005年 2006年 2007年 2008年 後平均
文 2005 12,375 11,638 11,409 10,194 11,404 10,125 10,448 10,633 11, 119 10,581 
経済 2005 8,062 6,938 7,381 7,276 7,414 8,572 7,915 9,478 8,751 8,679 
経営 2005 6,867 7,023 5,888 5,470 6,312 6,498 7,821 8,943 8,422 7,921 
法 2005 6,103 6,000 6,627 6,554 6,321 6,024 5,127 7,300 5,831 6,071 
社会 2005 10,430 9,894 9,553 8,349 9,557 9,971 7,971 9,869 10,518 9,582 
表 11 移転しなかった東洋大学の学部 (2005 年）
学部名 移転年 2001年 2002年 2003年 2004年 前平均 2005年 2006年 2007年 2008年 後平均
.. � デ...� I, 485 2,535 2,270 2,212 2,126 2,183 3,479 3,472 3,167 3,075 
工 7,972 7,769 8,119 7,268 7,782 7,228 6,384 5,892 5,315 6,205 
生命科学 2,424 2,314 2,088 1,752 2,145 1,426 970 1,104 I, 138 I, 160 
国際地域 2009年 I, 485 2,535 2,270 2,212 2,126 I, 974 2,225 2,202 3,848 2,562 
表 12 東洋大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学 (2005 年）
大学名 学部名 2001年 2002年 2003年 2004年 前平均 2005年 2006年 2007年 2008年 後平均
専修 経済 7,118 7,604 7,213 5,549 6,871 6,063 5,315 6,614 6,684 6,169 
専修 商 4,444 5,026 4,497 4,287 4,564 4,813 4,072 4,385 4,648 4,480 
専修 経営 6,205 5,903 4,780 5,033 5,480 5,777 4,213 5,448 5,917 5,339 
屯修 文 8,227 8,788 8,175 7,905 8,274 8,160 6,278 6,861 8,083 7,346 
専修 事 dワー.,.鳳 2,035 2,939 2,255 !, 959 2,297 I, 949 l, 122 !, 753 1,491 l, 579 
獨協 外国諾 4,906 6,448 6,830 6,028 6,053 6,266 5,434 4,273 4,568 5,135 
獨協 経済 4,592 7,464 7,037 6,679 6,443 6,671 5,825 5,576 5,812 5,971 
獨協 法 2,374 4,355 3,934 4,055 3,680 3,139 2,638 2,563 2,840 2,795 
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表 13 都心へ移転した東洋大学の学部 (2009年）
:ぷ�! I ::: I 21°. ゜：�; 1 2:0:2: 1 2:.0:0: 1 2;0:4: I�;6�1 2;0:6: 1 22:9: 1 2:i�。: I 2t:5: I !:i: 
表14 移転しなかった東洋大学の学部 (2009年）
学部名 移転年 2005年 2006年 2007年 2008年 前平均 2009年 2010年 2011年 2012年 後平均
,.� デザ�- 2,183 3,479 3,472 3,167 3,075 4,121 4,379 4,672 4,237 4,352 
理工 7,228 6,384 5,892 5,315 6,205 6,533 7,704 7,742 7,893 7,468 
生命科学 1,426 970 I, 104 I, 138 1,160 2,449 3,141 3,471 3,368 3,107 
※2008年までエ ・ 2009年から理工＋総合情報で算出
表15 郊外にとどまった東洋大学の比較対象となる他大学 (2009年）
大学名 学部名 2005年 2006年 2007年 2008年 前平均 2009年 2010年 2011年 2012年 後平均
文教 国際 l, 447 1,335 l, 118 l, 225 1,281 1, 168 l, 246 l, 344 1, 152 1,228 
2-4名古屋学院大学の事例











総合政策学部 ・ 心身科学部， そして春日井市
表16 都心へ移転した名古屋学院大学の学部
学部名 移転年 2003年 2004年 2005年 2006年
経済 2007 643 627 889 
商 2007 302 355 401 
外国話 2007 415 452 645 













前平均 2007年 2008年 2009年 2010年 後平均
720 936 I, 050 I, 060 I, 288 I, 084 
353 360 290 601 514 441 
504 669 398 465 465 499 
1,955 2,162 I, 965 l, 761 2, 111 2,000 
表17 名古屋学院大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学
大学名 学部名 2003年 2004年 2005年 2006年 前平均 2007年 2008年 2009年 2010年 後平均
愛知学院 文 2,193 I, 841 I, 789 1,997 I, 955 2,162 1,965 1,761 2, Ill 2,000 
愛知学院 商 1,898 I, 545 I, 614 815 !, 468 1,077 884 1,268 I, 060 1,072 
愛知学院 経営 I, 877 I, 713 !, 746 l, 457 !, 698 1,608 1,460 I, 343 1,907 l, 580 
愛知学院 法 2,116 I, 714 I, 594 1,548 I, 743 1,152 1,529 I, 373 1,857 1,478 
愛知学院 稔合政策 I, 085 I, 003 724 934 937 628 1,065 822 1,140 914 
愛知学院 心身科 1,192 l, 460 I, 482 1,436 1,393 l, 491 1,185 1,426 1,699 1,450 
中部 経営情報 1,384 1,217 I, 079 1,065 I, 186 672 700 657 784 703 
中部 人文 I, 395 1,873 I, 614 1,344 I, 557 1, 100 970 914 972 989 



























学部名 移転年 2008年 2009年 2010年
法 2012 2,845 2,816 3,122 
経営 2012 3,042 3,165 3,257 
現代中国 2012 665 763 1,453 
経済 2012 2,810 2,838 3,315 
国際コミュ 2012 !, 534 1,844 1,550 
表 19 移転しなかった愛知大学の学部
学部名 移転年 2008年 2009年 2010年
文 2,506 2,784 2,708 
しており ， 逆に移転した 現代中国学部は
1. 5%の減少となっている。 また法学部では
12. 6%, 経営学部では 13. 0%, 経済学部では
21. 2%の増加となっている。
さらに ， 南山大学の総合政策学部と ， 名古
屋外国語大学の外国語学部と現代国際学部に













れる。 ただし ， これを結論付けるには， 次年
度以降の志願者数の比較も必要であろう。
2011年 前平均 2012年 2013年 後平均
2,530 2,828 2,730 3,638 3,184 
3,467 3,233 3,094 4,210 3,652 
750 908 I, 026 761 894 
2,575 2,885 3,535 3,459 3,497 
1,987 I, 729 2,733 2,257 2,495 
2011年 前平均 2012年 2013年 後平均
2,557 2,639 2,946 2,734 2,840 
表 20 愛知大学の比較対象となる郊外にとどまった他大学
大学名 学部名 2008年 2009年 2010年 2011年 前平均 2012年 2013年 後平均
南山 総合政策 4,012 3, 738 3,327 3,191 3,567 3,279 3,457 3,368 
名古屋外国語 外国語 2,688 3,010 3,713 3,752 3,291 4,367 4,004 4,186 



























毎日新聞社 『サンデー毎日臨時増刊 大学入試に勝つ 入試展望と対策』(1999 年度版~2012
年度版）
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